
商品分類に関する指針

商品分類に関する指針の一部改正（案）

平成 25 年２月 21 日

（下線部分変更箇所）

新 旧

商品分類に関する指針

目的

（略）

Ⅰ．～Ⅲ． （略）

（記載例）

商品分類及び属性区分の一覧表の様式及び記載上の留意事項について

商品分類表 （略）

（記載上の留意事項）

１．～６． （略）

７．属性区分に記載している「為替ヘッジ」欄は、対円での為替リスクに対するヘッ

ジの有無を記載する。

商品分類に関する指針

目的

（同 左）

Ⅰ．～Ⅲ． （同 左）

（記載例）

商品分類及び属性区分の一覧表の様式及び記載上の留意事項について

商品分類表 （同 左）

属性区分表

（同 左）

（記載上の留意事項）

１．～６． （同 左）

（新 設）

参 考 ４



商品分類に関する指針

新 旧

８．「為替ヘッジ」欄の「為替ヘッジあり」の（ ）には、対円での為替ヘッジに

ついて、「フルヘッジ」「部分ヘッジ」「適時ヘッジ」等と内書する。

９．「対象インデックス」欄の「その他」の（ ）には、対象とするインデックス

の名称を記載する。

10．「特殊型」欄の「ロング・ショート型∕絶対収益追求型」については、ロング・シ

ョート型又は絶対収益追求型の該当するどちらかの属性区分のみ記載する。また、

「その他型」の（ ）には、仕組みや運用手法等の性質を示す適切な名称を記

載する。

11．上記の３．～10．の（ ）については、（ ）での記載に代えて、目論見

書本文における参照先を記載することもできる。

附 則

１．この改正は、平成 25 年２月 21 日から実施し、実施日以後、新たに有価証券届出書

を提出したものより適用する。

２．前記１.にかかわらず、正会員が当該適用日までの間に改正後の規定に基づく運営を

行うことを妨げない。

７．「為替ヘッジ」欄の「為替ヘッジあり」の（ ）には、「フルヘッジ」「部分ヘ

ッジ」「適時ヘッジ」等と内書する。

８．「対象インデックス」欄の「その他」の（ ）には、対象とするインデックス

の名称を記載する。

９．「特殊型」欄の「ロング・ショート型∕絶対収益追求型」については、ロング・シ

ョート型又は絶対収益追求型の該当するどちらかの属性区分のみ記載する。また、

「その他型」の（ ）には、仕組みや運用手法等の性質を示す適切な名称を記

載する。

10．上記の３．～９．の（ ）については、（ ）での記載に代えて、目論見

書本文における参照先を記載することもできる。


